
男性ホルモン代謝と病気 
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 精巣で95%以上が作られる男性ﾎﾙﾓﾝ（ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ）は、40代

以降から緩徐に減少して、加齢男性性腺機能低下症（LOH

症候群、更年期障害）を生じる可能性があります。女性ﾎﾙﾓ

ﾝ代謝にも関係する、脳の下垂体からの黄体形成ﾎﾙﾓﾝ

（LH）が精巣ﾗｲﾃﾞｨｯﾋ細胞に働いてﾃｽﾄｽﾃﾛﾝを産生させ、卵

胞刺激ﾎﾙﾓﾝ（FSH）がｾﾙﾄﾘ細胞の精子形成を促進します。

性腺機能低下症は、血中総ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ値が250ng/dL未満で

あることと、質問票のAMSｽｺｱから診断します（ｶﾞｲﾄ ﾞﾗｲﾝ

2022）。治療には、ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ注を月に1、2回筋肉注射します。 

 低ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ状態では、抑うつ気分、疲労感、不眠などの症

状が「うつ」と紛らわしいので鑑別が難しく、うつ病患者の半

数が低ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝであったとの報告があります。低ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ

はｲﾝｽﾘﾝ抵抗性を生じるので、糖尿病、高血圧、脂質異常な

どの生活習慣病や心血管ｲﾍﾞﾝﾄのﾘｽｸになりますが、ﾃｽﾄｽﾃ

ﾛﾝ補充が有効との成績があります。ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝは、海馬（記憶

中枢）でも作られ、ｱﾐﾛｲﾄﾞβ産生抑制作用があるので､低ﾃｽﾄ

ｽﾃﾛﾝとｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症との関連が示唆されています。 

 ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝは、ｺﾚｽﾃﾛｰﾙから生成されるので、高ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

血症治療薬のｽﾀﾁﾝが低ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝを引き起こす恐れがあり

ます。親水性の薬（ﾒﾊﾞﾛﾁﾝ､ｸﾚｽﾄｰﾙ）が主に肝臓に作用す

るのに対して、脂溶性の薬（ﾘﾎﾟﾊﾞｽ、ﾘﾋﾟﾄｰﾙ、ﾘﾊﾞﾛ）は精巣

でもｺﾚｽﾃﾛｰﾙ代謝を抑制しますが、実際には低ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ血

症を生じるのは稀とのことです。 
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男性型脱毛症AGA 
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 ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝが直接的にAGAを起こすのではなく、Ⅱ型5α還

元酵素の働きで生成されるDHT(ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ)が毛母細

胞の働きを抑えて薄毛を生じます。低ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ状態であって

も、この酵素活性が強いとAGAを起こします。治療薬のﾌｨﾅｽ

ﾃﾘﾄﾞ（5α還元酵素阻害薬）の投与中は、自殺企図、前立腺

がんの発現、血清PSA値が半減することに注意します。 

 

ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ補充療法 

の注意点 
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 ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ補充が禁忌とさ

れる状態には、前立腺がん、

男性乳がん（がん細胞増殖を

促進するので、投与開始前に

はこれらのがんがないことを

確認する）、多血症（赤血球

産生を増加させ、血栓症ﾘｽｸ

が高まる）、睡眠時無呼吸症

候群(呼吸中枢への作用やﾎ

ﾙﾓﾝﾊﾞﾗﾝｽの崩れから悪化す

る)、その他重度の肝・腎・心

の障害があります。 

 補充したﾃｽﾄｽﾃﾛﾝはｱﾛﾏ

ﾀｰｾﾞ酵素によって女性ﾎﾙﾓ

ﾝ（ｴｽﾄﾛｹﾞﾝ）に変わるので、

女性化乳房を生じることがあ

ります。 

 また、ﾃｽﾄｽﾃﾛﾝを多量投与

すると、下垂体へのﾈｶﾞﾃィﾌﾞ

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸによつてFSH分泌

が抑制されるので、無精子症

を起こす危険性があります。 

  

 医療法人 祥佑会 

 藤田胃腸科病院 
 〒569-0086 高槻市松原町17-36 

       TEL 072-671-5916  

       FAX 072-671-5919 
 

健康♪外来 
 水曜日 14:00～17:00(要予約) 

担当：中嶋     

男性ホルモン 


